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特 集
　和洋女子大学の教職課程は、これまで教職教育支援センターが担っていましたが、2026年度より新たに教職課程・
資格課程センターという新しい組織が担当することになりました。教職課程・資格課程センターは、教職課程、司書
課程（司書教諭課程・学校司書課程を含む）、博物館学芸員課程を総合的にマネジメントする本学の免許・資格教育
の中心、まさにセンターなのです。教職課程を履修する学生が、司書教諭や学校司書の資格を併有するなど複数の免許・
資格を取得しやすくし、免許・資格に裏付けされた強みをもった教員となれるようにサポートしていきたいと考えて
います。

〈教職課程・資格課程センター新設とその背景〉　
　近年、特色・魅力ある学校づくりが進められています。例えば、高等学校は、普通教育を主とする学科として、従
前の普通科だけではなく、学際領域学科、地域社会学科などを開設できるようになりました。また、小・中学校では、
教育課程特例校制度を利用して、教育課程の一部を学校ごとに外国語などの重点科目や〇〇市民科といった独自科目
に置き換えることができるようになったのです。
　学校内をみてみると、多様な価値観をもった児童生徒が増えるとともに、発達障害や日本語を母国語としないよう
な特別支援を必要とする児童生徒も増加しています。当然ながら、教員も一様ではなく、このような多様化した学校
現場の課題に対応できる得意分野をもった人物が求められているのです。教科の専門性とは別に、ICTに強い教員、
子どもの気持ちに寄り添える心理学や福祉に強い教員などです。現在進められている教育職員免許法施行規則の改正
も、“多様な専門性をもった人材育成”が大きなテーマです。和洋女子大学の教職課程・資格課程センター新設は、
このような今日的な教育・教員養成改革の流れに合致するものなのです。

〈教職課程・資格課程センターが目指す“主体的に考え、実行できる教員”の養成〉
　多様な専門性をもった教員になるためには、「どんな
教員になりたいのか」「自分が得意なことは何だろう」
といったように自己と向き合い、自己を理解することか
ら始まります。そして、どのような大学時代を送るか、
教員になるためのライフデザインを描いて、実行してい
くのです。教職課程・資格課程センターでは、学生の皆
さんが“主体的に考え、実行できる教員”になれるよう
教育・支援をしていきたいと考えています。
　そこで、“教材構想室　T-Room 1”、“授業構想室　
T-Room 2”を設置し、教職を目指す仲間たちと協働し
て主体的に学ぶ空間をつくりました（詳細は２頁）。教
職と図書館司書のように複数資格を併有するには、１年
次からの履修計画が欠かせません。教職・資格サポート
室（東館１階）も履修等の相談ができるスペースを広げ、教科書や教員採用試験関連の図書も充実し皆さんが利用し
やすいようにリニューアルしました。教職・資格サポート室では、“教職課程をちょっと面白くしたい仲間”（通称：
おもなか）の募集、教職関連の課外活動（旧、わよらカフェ）の開催、学校ボランティアの紹介、教職への進路相談
も行い、「先生になりたい！」という夢の実現を応援してまいります。

（教職課程・資格課程センター長　菱田隆昭）
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ラーニングステーションから
T-Roomへ

　2026年度より、和洋女子大学ラーニングステーションはT-Roomとして生まれ変わりました。

教材構想室　T-Room 1 -Think- 　 授業構想室　T-Room 2 -Try-

１．コンセプト
　T-Room１、T-Room２ともに"作成"室や“準備”室ではなく、"構想"する部屋という名前をつけました。学生が一人で、
あるいは仲間とあれこれ考えて試すための部屋であり、完成させることだけでなくそのプロセスを大事にできる部屋
であるという意味が込められています。
　T-RoomのTは、Think（考える）Try（試してみる）Teacher（教師）の頭文字であり、かつ「問い」や「対
話」のTでもあります。良質な問いと対話が生まれる場所であってほしいという願いがあります。また、T-Roomは
Tearoom(喫茶室・茶室)とも聴こえるかと思います。喫茶店のように学生が集って話し合う場であり、かつこれまで
の「わよらカフェ※」の雰囲気を継承する意味も込められています。
※�「わよらカフェ」：“カフェ”のようにリラックスした雰囲気の中で、基礎学力の向上や一般教養を身につける授業
外の学習講座で2025年度まで開講されていた。

２．各部屋の役割
2-1　教材構想室　T-Room 1 -Think-　通称　T1

スマートモニタ ホワイトボード

用途

教職課程・資格課程（教員・
学芸員・司書）を登録して
いる学生が、模擬授業や実
習の際に使う教材の構想・
作成を行う。

2-2　授業構想室　T-Room 2 -Try-　　通称　T2

電子黒板

用途

教職課程・資格課程（教
員・学芸員・司書）を登録
している学生が模擬授業を
行う。

（教職課程・資格課程センター　塚原　望）
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  2026年度（令和8年度）実施対策講座スケジュール  
講座名 講師 対象 2026年度日程 時間 教室

教員採用試験一次対策講座
（教育法規　等） 石川先生 中高3～ 4年・栄養4年 4月～ 7月（水曜） 4限～ 5限 東6-6

教員採用試験一次対策講座
（学習指導要領　等） 阿久津先生 中高3～ 4年・栄養4年 4月～ 7月（金曜） 4限～ 5限 東5-6

教員採用試験二次対策講座
（面接・模擬授業） 柴内先生 中高・栄養4年

教員採用試験合格者 8月上旬予定 未定 未定

教員採用試験二次対策講座
（面接・模擬授業） 石川先生 中高・栄養4年

教員採用試験合格者 8月上旬予定 未定 未定

教員採用試験二次対策講座
（面接・模擬授業・私立試験対策　等） 阿久津先生 中高・栄養4年

教員採用試験合格者 8月上旬予定 未定 未定

教員のキャリア形成に関するガイダンス 髙梨先生 中高1年 9月26日 （土） 3限 東4-1

教員採用試験受験報告会 4年生（数名） 中高2～ 3年
受験希望者 未定 未定 未定

次年度教員採用試験対策講座
（千葉県問題・小論文） 柴内先生 中高・栄養2～ 3年 9月～1月（月曜） 4限～ 5限 東6-4

次年度教員採用試験対策講座
（教育法規　等） 石川先生 中高・栄養2～ 3年 9月～1月（水曜） 4限～ 5限 東6-6

次年度教員採用試験対策講座
（学習指導要領　等） 阿久津先生 中高・栄養2～ 3年 9月～1月（金曜） 4限～ 5限 東6-4

春期教員採用試験集中講座 柴内先生・石川先生・
阿久津先生 中高・栄養2～ 3年 2～ 3月 未定 未定

※日程・教室は変更になることがあります。

都道府県／学校種別 雇用形態〈教科〉 合格者数
【公立】 千葉県 高等学校 教諭 〈家庭科〉 2（0）

千葉県 中学校 教諭 〈国語科〉 5（2）
千葉県 中学校 教諭 〈英語科〉 2（1）
千葉県 中学校 教諭 〈家庭科〉 3（2）
千葉県 特別支援学校 教諭 〈家庭科〉 1（0）
東京都 中学校 教諭 〈家庭科〉 4（2）
埼玉県 高等学校 教諭 〈書道科〉 1（1）
茨城県 中学校 教諭 〈家庭科〉 1（0）
岩手県 中学校 教諭 〈国語科〉 1（1）
千葉県 高等学校 講師 〈国語科〉 1（0）
千葉県 高等学校 講師 〈書道科〉 1（0）
千葉県 中学校 講師 〈国語科〉 2（0）
千葉県 中学校 講師 〈家庭科〉 1（0）
埼玉県 中学校 講師 〈国語科〉 1（0）
福島県 中学校 講師 〈家庭科〉 1（0）
千葉県 高等学校 非常勤 〈家庭科〉 1（0）

【私立】 千葉県 高等学校 講師 〈家庭科〉 2（0）
千葉県 特別支援学校 講師 〈家庭科〉 1（0）

31（9）
※現役生、既卒生からR8年3月31日までに報告があった数字となります。※（　　）の数字は、全体の合格者のうち既卒生の人数になります。

☆この春から教壇に立つ皆さんへ☆
　令和８年の４月より本務教員や講師として、既に勤務している皆さん！お元気ですか？学校現場での勤務は、もう
慣れましたか？多分慣れない環境の中、無我夢中で授業や生徒指導、校務等に追われてきたと思います。若く健康的
な身体ですが、疲れがだいぶ蓄積している頃ではないでしょうか。
　大切なことは、一人で抱え込まないこと！管理職の先生、先輩の先生方、同じ年代の同僚等にとにかく相談するこ
とです。皆悩み、そして乗り越えながら成長していきます。「報告・連絡・相談」そして「確認すること」を忘れずに、「未
来を拓く生徒たちのため、全ては生徒たちのために」日々全力投球です！（教職課程・資格課程センター　髙梨哲生）

令和7年度　教員就職者数一覧
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  東館１階　教職・資格サポート室からのお知らせ  

　教職・資格サポート室では、教員を目指す学生の支援を行っています。
　教員採用試験の受験を希望している学生へは過去問や教職に関する雑誌
の貸出をしています。何かわからないことや聞きたいことがある学生は、
東館１階教職・資格サポート室に、ぜひお気軽にお立ち寄りください。

閲覧・貸出可能な書籍等について

◆各教科の教科書　◆千葉県・東京都・埼玉県他教員採用試験過去問題集
◆�教職の雑誌（毎月購読のおすすめ雑誌、教員推薦書籍等も常備しており
ます）

　本年度より教職課程・資格課程サポート室の助手になりました酒巻貴美です。
和洋女子大学服飾造形学類（現：生活環境学科　服飾造形コース）の卒業生です！
皆さんと同じように教職サポート室の教職員の方々に大変お世話になり、家庭科
の中高教員免許を取得しました。その後、大学院の博士前期課程を修了したので、
専修免許にグレードアップしています。
　公立高校、私立高校、定時制などで教鞭をとった経験を活かし、学生の皆様を
全力でサポートしていきます。どんなことでもお気軽にお声掛けください。

　左記3名の先生方は、今年度
も引き続きみなさんのサポート
をしてくださいます。採用試験
の疑問や教員になる為の不安に
思っていること等、ご相談くだ
さい。

【編集後記】
　ここに教職課程ニュース第15号をお届けします。特集記事にもあり
ました通り、2026年度より本学の教職課程・資格課程は一つの組織に
まとまって、新たなスタートを切ることとなりました。組織名は変わ
れども、教職課程としては継続しているので、号数は従来のものを引
き継ぎ第15号となります。また今年度から、卒業生でかつ教員経験も
ある酒巻助手を新たにお迎えしました。
　…いやしかし、無事に新センタ―走り出せたようで良かったです。
設置に際しては様々な方にご尽力をいただきました。関係者の皆様に
心から感謝申し上げます。
　生まれたばかりの新センター、今後ともよろしくお願いいたします。

（教職課程・資格課程センター　塚原　望）
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　教職・資格サポート室には、みなさんの活動をサポー
トして下さる強力な先生方がいます。令和８年度から
ご担当される先生もいらっしゃいます。春からの新体制
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